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　ポリ塩化ビニル素材を含む婦人コートをウェット

クリーニングし、仕上げたところ、部分的な変色が

発生しました。

　変色の発生している部分は、すべて左右対称の同

様の形をしているところに特徴があります。またこ

の部分は、乾燥ボックス内で互いに重なり合ってい

た部分であったと推測されます。

　顕微鏡で観察したところ、この生地の表面は、ポ

リエステル繊維織物の表面に、ポリウレタン樹脂の

皮膜をコーティングしたものであるように見られま

す。正常部分と事故部分を比較したところ、正常部

分に比較して、コーティング表面の滑らかさが失わ

れ、光沢が消失していることがわかりました。変色

は、この表面の光沢の消失によるものであると推定

されます。裾の部分において、再現試験を試みた結

果、酸・アルカリの影響は無く、高温アイロンでは

溶解し、蒸気（スチームアイロンの浮かし当て）に

よって同様の変色が発生しました。

　以上から、この現象は、ウェットクリーニングで

表面に残った水分が、生地の重なった部分に残り、

最終的な加熱によって蒸気化することによって、表

面の光沢を消失させ、変色を発生させたものである

といえます。生地の周辺が乾燥し、重なった部分だ

けに水分が残った場合、全体に水分がある場合に比

較して、高温になることがあります。

　このような製品の場合、ウェットクリーニングに

よる自然乾燥か低温での風乾による処理をする必要

があります。
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変色しちゃった‼…ではなく
特殊表面加工の光沢消失

textilecare.jp
写真：左の変色部分に蒸気を当てると周辺も

変色。　左は光沢がある正常部、右は光沢の

ない異常部。




